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側面図 S=1:200
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拡幅部
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【下部工】コンクリート打替工

施工時最大水位 A.P+1.613(T.P.+0.780)
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平面図 S=1:200
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徳島県鳴門市大麻町中馬詰字戎免

共栄橋橋 梁 名

所 在 地

121.500m

鳴門市及び北島町(縦断的に2分して管理)

不明

RC杭

橋 長

支 間 長

幅 員 構 成

適 用 示 方 書

形

式

上部工形式

設 計 荷 重

路 線 名 共栄橋線

全幅3.60m（地覆0.30m+有効幅員3.0m+地覆0.30m）

重力式橋台、パイルベント橋脚(RC杭)

設計条件

4.1～6.2m

下部工形式

基礎工形式

地盤種別

重要度区分

設計震度

耐
震
条
件

-

-

-

管 理 者

補修対策工法

施工延長 L=16m
下部工補修工 N=3箇所

施工延長 L=16m
下部工補修工 N=3箇所

標準部

対 策 工 法

コンクリート打替工

1

共 栄 橋補 修 一般 図 (そ の１ )
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令 和 7 年 度

工 事 名 称

(下つなぎ梁)

共栄橋補修一般図(その2)

断面図 S=1:30

※（）内は P12、P13 の寸法値を示す。

標準寸法図 S=1:20
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2



縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

係 員

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

第 1 0 葉

副 課 長
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図 名

共 栄 橋 橋 梁 補 修 工 事
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※施工上の留意点
本橋は完成図、設計図が存在しないため、
現地計測により、計画を実施している。
工事の前に現地調査を行い最終数量を決定すること。

(P1橋脚)

下部工補修詳細図(その1)

P1橋脚P2側P1橋脚A1側

S=1:60
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施工時最大水位 A.P+1.613(T.P+0.780)

施工時最低水位 A.P+0.333(T.P-0.500)
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下つなぎ梁の打替については、
下部工補修詳細図(その4)を参照

撤去及び打替え 撤去及び打替え
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下 部 工補 修 詳細 図 (そ の１ )
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※施工上の留意点
本橋は完成図、設計図が存在しないため、
現地計測により、計画を実施している。
工事の前に現地調査を行い最終数量を決定すること。

(P2橋脚)

下部工補修詳細図(その2)
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下 部 工補 修 詳細 図 (そ の 2 )
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※施工上の留意点
本橋は完成図、設計図が存在しないため、
現地計測により、計画を実施している。
工事の前に現地調査を行い最終数量を決定すること。

(P4橋脚)

下部工補修詳細図(その3)

P4橋脚P5側P4橋脚P3側

S=1:60
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下 部 工補 修 詳細 図 (そ の 3 )
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鋼管杭(φ500)
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側面図 S=1:200

施工時の留意点
※杭への削孔は既設配筋に干渉しないように行うこと。

橋 長 L = 121.5m
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拡幅部

「本図面は、新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」

資材搬入

吊り足場設置

下つなぎ梁取壊し

撤去殻搬出

新設下つなぎ梁施工

防護工設置

下つなぎ梁施工フロー

既設下つなぎ梁撤去

既設杭削孔(新設差し筋用)

型枠・鉄筋組立

養生

型枠・支保工撤去

支保工設置

水中コンクリート打設

吊り足場撤去

下つなぎ梁(P3,P12,P13橋脚以外)

側面図
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標準寸法図 S=1:20
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種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

H 1-1 D 1 3 3 4 0 0 4 0 . 9 9 5 3 . 3 8 1 4

H 1-4 D 1 3 6 7 0 3 6 0 . 9 9 5 0 . 6 7 2 4

4 3 kg

S 1-1 D 1 3 2 0 0 2 4 0 . 9 9 5 0 . 2 0 5

5 kg

合 計 D 1 3 4 8 k g

総質量 4 8 k g

H1-1 D13

920

H 1-3 4-D13 X 920

210

H 1-2 4-D13 X 210

H 1-2 D 1 3

H 1-3 D 1 3

2 1 0 4 0 . 9 9 5 0 . 2 0 1

9 2 0 4 0 . 9 9 5 0 . 9 2 4

A部詳細図 S=1:10

1- 1S D13

削孔φ16-L100

かぶり詳細図 S=1:10
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鉄筋質量表(SD345)

使用材料一覧表

コンクリート設計基準強度 鉄筋種別使用区分

下つなぎ梁 σck=24N/mm2 SD345

断面図
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下つなぎ梁(P3,P12,P13橋脚以外)

標準寸法図 S=1:20

既設下つなぎ梁撤去フロー

下つなぎ梁打替工
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下 部 工補 修 詳細 図 (そ の 4 )



縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

係 員

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

第 1 0 葉

副 課 長

図 面 総 数

設計・製図

図 面 番 号 第 号

係 長

所属 年 度

課 長 係 員

令 和 7 年 7 月

照 査

製 作 年 月

図 名
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工 事 名 称

下つなぎ梁型枠組立図(その1)

断面図

側面図3600
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標準寸法図 S=1:20
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※

※ 発砲ウレタン材を充填して隙間処理を行う

【P1,4橋脚】
上流側：杭間距離900mm以上
下流側：杭間距離900mm未満

■対象橋脚

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P23P22P21P20P19P18P16 P17P15P14P13

3
5
0

700 700

400～450 300 900～950 300 760～880 300 470～590

600 900 600

上流側 下流側

600

600 400 900 500 600 500 600

4100

枚数

200×600

項目 寸法

3枚

200×900

300×600

300×900

150×1200

200×1200

150×600

200×600

底面枚数

側面枚数

妻型枠枚数

1枚

3枚

1枚

6枚

6枚

2枚

2枚

（参考）鋼製型枠材料表 [1基あたり]

部材詳細図 S=1:10

鋼製型枠
(フラットフォーム)

セパレータ

角形鋼管

型枠吊り用チェーン

等辺山形鋼
(コーナーアングル)

R=1
60

加工鋼板

"A"部

支保工(チェーン固定用)

鋼製型枠
(フラットフォーム)

"A"部締め付け詳細図 S=1:5

ブルマン(C型)

コーナーアングルの片側は、気中作業時に先行して取り付けておく。

水中施工となるため、作業の容易性に着目しブルマン(C型)を用いる。

等辺山形鋼
(コーナーアングル)

加工鋼板詳細図 S=1:5

R=1
60

3
0
0

700

鋼板 t=5mm
A=0.170m2

補修対象

下 つ なぎ 梁 型枠 組 立図 (そ の １ )

7補修対象
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下つなぎ梁型枠組立図(その2)
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側面図
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※

※ 発砲ウレタン材を充填して隙間処理を行う

【P2橋脚】
杭間距離900mm未満

■対象橋脚

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P23P22P21P20P19P18P16 P17P15P14P13

3
5
0

700 700

上流側 下流側

600 600600 600

470 300 850 300 880 300 500

3600

600 475 600 565 600 490 600

3930

枚数

200×600

項目 寸法

4枚

200×900

300×600

300×900

150×1200

200×1200

150×600

200×600

底面枚数

側面枚数

妻型枠枚数

0枚

4枚

0枚

6枚

6枚

2枚

2枚

（参考）鋼製型枠材料表 [1基あたり]

部材詳細図 S=1:10

鋼製型枠
(フラットフォーム)

セパレータ

角形鋼管

型枠吊り用チェーン

等辺山形鋼
(コーナーアングル)

R=1
60

加工鋼板

"A"部

支保工(チェーン固定用)

鋼製型枠
(フラットフォーム)

"A"部締め付け詳細図 S=1:5

ブルマン(C型)

コーナーアングルの片側は、気中作業時に先行して取り付けておく。

水中施工となるため、作業の容易性に着目しブルマン(C型)を用いる。

等辺山形鋼
(コーナーアングル)

加工鋼板詳細図 S=1:5

R=1
60

3
0
0

700

鋼板 t=5mm
A=0.170m2

下 つ なぎ 梁 型枠 組 立図 (そ の 2 )
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縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

係 員

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

第 1 0 葉

副 課 長

図 面 総 数

設計・製図

図 面 番 号 第 号

係 長

所属 年 度

課 長 係 員

令 和 7 年 7 月

照 査

製 作 年 月

図 名

共 栄 橋 橋 梁 補 修 工 事

令 和 7 年 度

工 事 名 称

足場設置図(その1)

側面図 S=1:400

平面図 S=1:400

下部工補修時

左岸側 右岸側

A1 A2

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18 P19 P20 P21 P22 P23

As
R

As
R

As
R

As
R

A1 A2P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18 P19 P20 P21 P22 P23

ポンプ施設

3.84
3.86

3.88
3.81

3.72

石碑

取
水

口

引込柱

旧
吉

野
川

25 30～35 20 20～25 20～35 20～25 40～45 35～40 40～55 25～35 20～40 25～40 50 25～45 45 35～45 30 35 45～50 15～50 25～30 20～40 20～30

25 30～35 20 20～25 20～35 20～25 40～45 35～40 40～55 25～35 20～40 25～40 50 25～45 45 35～45 30 35 45～50 15～50 25～30 20～40 20～30

L9/4

土
嚢

R9/4

A.P+0.00 0

鋼管杭(φ500)

拡幅部

2.74

2.64

2.63

2.74

2.73

2.55

3.16 3.26

2.74

2.64

2.63

2.74

2.73

2.55

3.16 3.26

2.74

2.64

2.63

2.74

2.73

2.55

3.16 3.26

2.55

2.53

2.51

5.56

2.73

5.56

2.64

2.63

2.74

5.12

3.05

2.80

2.73

2.74

2.73

2.69

3.16 3.26 3.44 3.45

3.56

3.69 3.73

3.48

3.31
3.36

3.33

3.

3.19

2.92

2.84

2.78

2.58

2.732.732.732.73

2.732.732.732.73

2.732.732.732.73

2.732.732.732.73

※桁長は実測値を示す。

施工時最大水位 A.P+1.613(T.P+0.780)

施工時最低水位 A.P+0.333(T.P-0.500)

橋 長 L = 121.5m

6160 4900 5820 6160 4920 5420 4070 5 15 0 5 11 0 4 57 0 4 98 0 4 83 0 4 88 0 4 79 0 48 50 4 79 0 4900 4920 5030 4930 4960 4870 5050 4670

橋 長 L = 121.5m

6160 4900 5820 6160 4920 5420 4070 5 15 0 5 11 0 4 57 0 4 98 0 4 83 0 4 88 0 4 79 0 48 50 4 79 0 4900 4920 5030 4930 4960 4870 5050 4670

拡幅部

拡幅部

足場設置面積
A=14.0m2

1000
500
1000

2500

1
0
0
0

3
6
0
0

1
0
0
0

5
6
0
0

1000
500
1000

足 場 設置 図 (そ の１ )
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※足場設置期間は、航路をP5-P6間とする。



縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

係 員

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

第 1 0 葉

副 課 長

図 面 総 数

設計・製図

図 面 番 号 第 号

係 長

所属 年 度

課 長 係 員

令 和 7 年 7 月

照 査

製 作 年 月

図 名

共 栄 橋 橋 梁 補 修 工 事

令 和 7 年 度

工 事 名 称

断面図 S=1:50

足場設置図(その2)

下部工補修時

新設下つなぎ梁打設既設下つなぎ梁撤去

標準部

施工時最大水位

A.P+1.533(T.P+0.700)

A.P+0.000

施工時最低水位

A.P+0.333(T.P.-0.500)

3
0
0

3600

5600

吊り足場(A.P+0.642)

標準部

施工時最大水位

A.P+1.533(T.P+0.700)

A.P+0.000

施工時最低水位

A.P+0.333(T.P.-0.500)

3
0
0

3 600

5600

吊り足場(A.P+0.642)

エキスパンドメタル設置

シート防護

エキスパンドメタル設置

シート防護

1 0

足 場 設置 図 (そ の２ )


